
公立加美病院 身体拘束最小化のための指針 

１．基本方針 

公立加美病院は、患者様の尊厳および基本的人権を尊重し、安全で安心できる医療の提供を基本理
念としています。 

身体拘束は、患者様の行動の自由を制限し、身体的・精神的・社会的な負担をもたらす可能性があ
ることから、当院では身体拘束を行わない医療・看護の提供を原則とします。 

やむを得ず身体拘束を実施する場合は、患者様または他の患者様の生命や身体の安全を確保するた
めに必要な場合に限り、その必要性を慎重に判断し、最小限の範囲・期間で実施します。 

２．身体拘束最小化への取り組み 

当院では、身体拘束最小化委員会および身体拘束最小化チームを設置し、多職種が連携しながら身
体拘束の防止と早期解除に取り組んでいます。 

主な取り組みは次のとおりです。 

• 身体拘束の実施状況の把握および検証 
• 身体拘束に代わるケア方法の検討 
• 身体拘束解除に向けた継続的な評価 
• 職員に対する教育・研修の実施 
• 患者様およびご家族への説明と情報共有 

３．身体拘束を実施する場合の考え方 

身体拘束は、次の 3つの要件をすべて満たす場合に限り実施します。 

1. 切迫性 
 患者様または他の患者様の生命・身体に危険が及ぶ可能性が著しく高い場合 

2. 非代替性 
 身体拘束以外に有効な代替手段がない場合 

3. 一時性 
 身体拘束が一時的なものである場合 

実施にあたっては、多職種で十分に検討し、必要な記録を行うとともに、身体拘束の早期解除に努
めます。 

４．職員教育 

当院では、身体拘束最小化に関する研修を定期的に実施し、職員一人ひとりが身体拘束に関する正
しい知識と理解を持ち、患者様の尊厳を守る医療・看護を実践できるよう努めています。 
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